
《ひょうごユニバーサル社会づくり総合指針（平成１７年４月策定）》

兵庫県では、県民一人ひとりの置かれた環境や、暮らす地域、活動する組織によって具体的にイメージされるものは異なるが、年齢、性別、障害、文化などの違いにかかわらず、一人の人間

として尊重され、社会的な営みに参加することで生きがいを実感することができる社会の実現を目指しています。

背景

《地域社会の課題への対応》

① 高齢者や女性の社会参加支援

② 障害のある人の自立と社会参加の支援

③ 国際化､多文化共生の推進

《推進に向けた環境の変化》

① 情報通信技術の急速な普及

② 「共に生きる」理念の重視

③ 国での取り組みの進展（参議院「ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙ社会形成促進決議」）

《兵庫で進める意義》

① 全国に先駆けて取り組んできた「福祉のまちづくり」

の新たな展開

② 阪神・淡路大震災の教訓と「支え合う」文化の継承

〔基本目標３〕

だだれれももがが、、多多様様なな方方法法でで、、理理解解ししややすすいい情情報報をを手手にに入入れれ、、

交交換換ででききるる社社会会
〔取り組みの基本方向〕

(1) 情報をわかりやすく確実に伝える

(2) 多様な方法で意見や情報を交換する

〔基本目標４〕

だだれれももがが、、安安心心ししてて住住ままいい、、自自宅宅かからら街街ななかかままでで安安全全・・快快適適にに移移動動しし、、活活動動ででききるる社社会会
〔取り組みの基本方向〕

Ⅰ 自立し安心して暮らせる住まいをつくる

Ⅱ 安全・便利に移動できるまちをつくる

Ⅲ 安全・快適に活動できるまちをつくる

〔基本目標５〕

だだれれももがが、、持持ててるる力力をを発発揮揮ししてて働働くくななどど、、主主体体的的にに参参加加、、参参画画ででききるる社社会会
〔取り組みの基本方向〕
(1) だれもが能力を発揮して働く機会をつくる
(2) だれもが参加・参画できる地域をつくる

〔基本目標２〕

だだれれももがが、、容容易易ににモモノノをを利利用用しし、、質質のの高高いいササーービビススをを共共有有

すするる社社会会
〔取り組みの基本方向〕
(1) だれもが使いやすいものづくりを進める
(2) さまざまなニーズに応え質の高いサービスを行う

〔基本目標１〕

だだれれももがが、、互互いいのの人人格格とと個個性性をを尊尊重重しし、、支支ええ合合うう社社会会
〔取り組みの基本方向〕
(1) 「一人ひとりを大切にし、支え合う」意識を高める
(2) 学校教育や生涯学習の場で学ぶ
(3) 「ユニバーサル社会づくり」の担い手を増やす

年年齢齢、、性性別別、、障障害害、、文文化化ななどどのの違違いいににかかかかわわりりななくく、、だだれれももがが地地域域社社会会のの一一員員ととししてて支支ええ合合うう

ななかかでで、、安安心心ししてて暮暮ららしし、、一一人人ひひととりりがが持持ててるる力力をを発発揮揮ししてて、、元元気気にに活活動動ででききるる社社会会

めざすべき社会像
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取り組みの基本方向

《現 状》 《課 題》

Ⅰ“点の整備” ～建築物等のバリアフリー化の推進～
・県は全国に先駆けて「福祉のまちづくり条例」を平成４年に制定し、建築物等のバリアフリー化を推進
・以来、全ての都道府県で同様の条例が制定され、国においてもハートビル法（H6）、交通バリアフリー

法（H12）、バリアフリー法（H18）と法整備が進展 
Ⅱ“線の整備” ～障害者等の移動円滑化の推進～ 

・日乗降客数 5千人以上の鉄道駅舎のバリアフリー化支援を継続的に実施。 
・今年度補正により、Ｈ22 年度末には概ね全て（97％）の駅舎バリアフリー化が終了予定 

Ⅲ“面への展開” ～誰もが暮らしやすさを感じるまちづくりの推進～ 
・県民参画によりハード整備とソフト事業を面的に推進するため、ユニバーサル社会づくり実践モデル地

区を 17 地区（17 市町）指定 
   ・モデル地区指定を希望する市町が減少（Ｈ20 年度指定は２地区のみ） 

 

 

Ⅰ“点の整備” ～建築物等のバリアフリー化の推進～ 
・福祉のまちづくり条例とバリアフリー法の手続きに重複審査等の不整合 
・努力規定から義務規定への条例改正を行う自治体が増加（本県条例は努力規定のみ） 

Ⅱ“線の整備” ～障害者等の移動円滑化の推進～ 
 ・日乗降客数 5千人未満駅舎のバリアフリー化への対応（支援方針、優先順位づけ等の

検討） 

・主要駅における視覚障害者等に配慮したホームドア設置への対応 
Ⅲ“面への展開” ～誰もが暮らしやすさを感じるまちづくりの推進～ 

 ・ユニバーサル社会づくり実践モデル地区の見直し（支援制度の拡充、位置づけの明確

化等） 
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